
知床ウトロ学校における
児童生徒のヒグマに対する意識

「ヒグマ授業」にヒグマと共存するヒントがあるのか？
知床の先進事例と、3年間の研究成果を報告します。
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これまでのヒューマンディメンション研究を振り返りながら
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　近年、全国的にクマとの軋轢が増加しており、人と
クマの共存を実現するための教育や普及啓発の重要性が
高まっています。しかし、何をどのように伝えるべきか
については、いまだ十分な合意が得られていません。

　知床ウトロ学校では、クマと共存できる人材の育成を
目指し、「ヒグマ授業」という先進的な取り組みを行っ
ています。この授業は 1 年生から 9 年生まで継続的に実
施されており、子どもたちが長期的な視点でヒグマにつ
いて学ぶ機会となっています。
　このような取り組みは世界的にも珍しく、人とクマが
共存する地域社会のあり方を考える上でのモデルケース
となる可能性があります。

　桜井先生は、知床ウトロ学校を対象に2022年からヒグ
マ授業に関する研究を進めており、2025年には児童生徒
全員を対象とした聞き取り調査を実施されました。

　今回の知床ゼミでは、前半でこれまでのヒューマン
ディメンション研究（野生動物管理における社会的側面）
を、後半で知床ウトロ学校における研究成果、児童生徒
がヒグマ授業をどのように受け止めているのか、ヒグマ
授業の意義についてご紹介いただきます。

　人とヒグマが共存する地域社会を実現するためのヒン
トが見つけられれば幸いです。


